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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結

累計期間
第32期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 5,595,720 6,181,603 13,181,178

経常利益又は経常損失（△） （千円） △355,680 △332,221 244,248

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △309,404 △179,146 44,834

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △309,639 △179,080 47,131

純資産額 （千円） 6,110,136 6,209,153 6,466,908

総資産額 （千円） 12,920,173 11,756,639 13,162,306

１株当たり当期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）
（円） △78.65 △45.54 11.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.3 52.8 49.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △421,891 97,280 △178,754

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △83,166 10,093 686,623

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △307,964 △1,042,702 △319,286

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,653,093 2,721,478 3,656,624

 

回次
第32期

第２四半期連結
会計期間

第33期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △28.01 △6.89

 
　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．第32期第２四半期連結累計期間及び第33期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

第32期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれていません。

　　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失又は親会社株主に帰

属する当期純利益」としています。

 

２【事業の内容】

　 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものです。

 　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としています。

（1）業績の状況

  当第２四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、6,181,603千円（前年同期比10.5％増）となりまし

た。

　　　　 本年度はテレビＣＭ・ネット広告等を強化し認知度向上に重点をおいています。その結果は主力商品の売上に

現われてきており、品目別売上の基礎化粧品は4,013,985千円（同14.2％増）、メイクアップ化粧品は426,830千

円（同5.0％減）、トイレタリーは281,073千円（同14.8％減）、栄養補助食品・雑貨等は1,283,676千円（同

0.4％増）となりました。また、初の「夏の福袋」の販売により、化粧品その他は173,943千円（同629.5％増）と

なりました。

　　    販売ルート別売上では、通信販売が3,453,693千円（同1.6％増）、百貨店向卸売は760,140千円（同39.0％

増）、その他卸売は1,543,752千円（同19.4％増）、直営店は421,922千円（同18.6％増）となりました。

　　    売上原価は1,514,344千円（同10.9％増）となりました。販売費及び一般管理費は、テレビＣＭ・ネット広告等

を強化したため、広告宣伝・販売促進費が2,235,953千円（同12.4％増）、その他経費が2,745,537千円（同6.6％

増）、合計で4,981,490千円（同9.1％増）となりました。

   　 　これらの結果、営業損失は314,231千円、経常損失は332,221千円、親会社株主に帰属する四半期純損失は

179,146千円となっております。
 

（2）キャッシュ・フローの状況

        当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ935,145千円減少し2,721,478千円となりました。

　　　　 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

    　 営業活動の結果得られた資金は、97,280千円となりました。これは主に、減価償却費300,719千円、売上債権の

減少414,191千円、法人税等の還付額265,434千円の増加要因と、税金等調整前四半期純損失196,399千円、固定資

産売却益170,729千円、たな卸資産の増加225,377千円の減少要因によるものです。前年同期と比較して519,172千

円の増加となっております。

　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　      投資活動の結果得られた資金は、10,093千円となりました。これは主に、土地等の売却による収入407,921千円

と工場の増設等による有形固定資産の取得による支出333,396千円によるものです。前年同期と比較して93,259千

円の増加となりました。

　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　      財務活動の結果使用した資金は、1,042,702千円となりました。これは主に、短期借入金の純減少額500,000千

円と長期借入金の純減少額463,354千円及び配当金の支払額78,346千円によるものです。前年同期と比較して

734,738千円の減少となりました。
 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（4）研究開発活動

　　　　 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、34,949千円です。

　　　　 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　 当社グループの売上高の約９割は化粧品に関連する売上です。化粧品業界全体では、個人消費の伸び悩みなど

からマーケットが拡大しない状況が続く中で、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、新規参入企業の増加など

により、企業間の厳しい競争が続いています。

　　 この様な経営環境のもと、当社グループが安定的に成長するには、新規顧客を効率的に増やしていくこと及び

研究開発に力を入れ多様化した消費者ニーズに対応し顧客満足度の高い、製品・サービスを提供していくこと

が、重要と考えています。

 
（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

    （資産）

　 流動資産は、前連結会計年度末に比較して1,163,481千円減少し、6,753,299千円となりました。これは主とし

て、現金及び預金、受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。

　 固定資産は、前連結会計年度末に比較して242,185千円減少し、5,003,339千円となりました。これは主とし

て、土地の売却とのれんの償却により減少したことによるものです。

 （負債）

　 流動負債は、前連結会計年度末に比較して739,694千円減少し、4,000,828千円となりました。これは主とし

て、買掛金と短期借入金が減少したことによるものです。

　 固定負債は、前連結会計年度末に比較して408,217千円減少し、1,546,657千円となりました。これは主とし

て、長期借入金の返済により減少したことによるものです。

 （純資産）

　 純資産は、前連結会計年度末に比較して257,755千円減少し、6,209,153千円となりました。これは主として、

土地圧縮積立金が増加した一方で、利益剰余金が減少したことによるものです。
 
（7）経営者の問題認識と今後の方針について

      　当社の経営理念である「無添加主義®」のもと、安全、安心な商品作りを徹底し、独創的な技術により高機能、

高品質で価格競争力の強い商品を開発し、中長期的に安定した成長を実現いたします。生命科学研究所を中心

に、大学や各種研究機関との共同基礎研究、物質、素材、原料等の専門的研究により新しい技術や素材を開発

し、化粧品、食品などへの応用により高機能商品を開発してまいります。

　      ハーバー株式会社のノースジェニシス工場においては、キャンディ及びサプリメントの生産を行っています。

また、ハーバー株式会社の成田工場において、小ロット多品種対応のＯＥＭ受託製造拠点としての機能を担うな

ど、中長期的な経営資源の有効利用を進めております。

        マーケティングにおいては、原点に回帰し、基礎化粧品などハーバーの基盤となる商品の販売強化を行いま

す。テレビＣＭを中心に様々なタッチポイントで、ハーバーの価値を訴求することでＣＲＭ（顧客関係管理）を

活性化させ、新規顧客の開拓からロイヤルユーザーへの育成を行いＬＴＶ（顧客生涯価値）の最大化を図りま

す。特に新規顧客の獲得にはＷＥＢを中心にインターネット広告を強化し、広告効率をアップさせます。さらに

基幹系システムの刷新により業務効率の向上及び顧客データの効率的な活用を行います。

　　　  メディアや企業等とのタイアップによる美容講座の積極的な実施により、新規顧客の獲得、顧客の固定化及び

積極的な拡販に努めます。また、北海道千歳市から札幌市にコールセンターを移設し、通信販売受注体制の拡充

を行っております。

　      製造面においては、ハーバー株式会社のスキンケア製品の中心となる苫小牧工場において、引続き生産体制の

効率化によるコストダウンを進めるとともに、ノースジェニシス工場及び成田工場の稼働率引上げに努めます。

　      物流面では、東西２拠点体制の整備により配送業務効率化を進めます。生産、物流拠点では引続き周辺環境の

美化、整備を進めてまいります。

　      卸売り事業においては、ハーバーブランドの認知度向上とともに、株式会社ＨプラスＢライフサイエンスによ

る新規食品商材と男の美学株式会社による男性用化粧品の販路獲得、流通チャネルへの導入促進を積極的に進め

てまいります。また、当社グループの商品開発力と製造技術力を戦略的に活用し、化粧品や食品の共同開発商

品、ＰＢ商品やＯＥＭ事業の攻勢を強めてまいります。

　　　  海外事業においては、アジア市場への深耕を進めるとともに、新たな地域、市場の開拓を推進してまいりま

す。

　      長期的かつ安定的な成長のためには、連結子会社と一体化した人材育成が重要な課題であり、教育研修と人材

交流を含めた的確な人員配置を徹底し、将来を担う人材の育成強化に力を入れてまいります。

　      コンプライアンス面では、内部統制をより一層充実させ、社会やステークホルダーの皆様から信頼を得られる

企業を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月16日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年７月１日～

 平成27年９月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　公益財団法人小柳財団 　東京都千代田区神田須田町１-24 1,334 33.90

　小柳　東子 　東京都渋谷区 170 4.32

　有限会社ナチュラル 　東京都板橋区板橋３－28－４ 151 3.86

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２－７－１ 60 1.52

　小柳　かず江 　東京都千代田区 35 0.88

　小柳　典子 　北海道苫小牧市 20 0.50

　小柳　佳之 　東京都豊島区 20 0.50

　梅田　常和 　東京都府中市 18 0.48

　藤田　博章 　北海道苫小牧市 18 0.47

　明治安田生命保険相互会社 　東京都千代田区丸の内２－１－１ 15 0.38

計 － 1,843 46.85
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,000 39,330 －

単元未満株式 普通株式 800 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,330 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町一丁目24番地
1,200 － 1,200 0.03

計 － 1,200 － 1,200 0.03

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について
　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,756,664 2,821,518

受取手形及び売掛金 1,736,925 1,322,700

商品及び製品 1,097,284 1,278,531

仕掛品 46,968 117,893

原材料及び貯蔵品 724,812 698,018

繰延税金資産 197,153 332,740

その他 369,775 196,052

貸倒引当金 △12,803 △14,156

流動資産合計 7,916,781 6,753,299

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,456,479 3,655,244

減価償却累計額 △1,559,766 △1,621,037

建物及び構築物（純額） 1,896,713 2,034,207

機械装置及び運搬具 1,433,061 1,425,429

減価償却累計額 △916,309 △903,522

機械装置及び運搬具（純額） 516,751 521,907

工具、器具及び備品 831,852 853,146

減価償却累計額 △645,397 △663,083

工具、器具及び備品（純額） 186,455 190,062

土地 1,751,048 1,492,100

建設仮勘定 13,232 1,478

その他 9,706 －

減価償却累計額 △8,735 －

その他（純額） 970 －

有形固定資産合計 4,365,171 4,239,755

無形固定資産   

のれん 203,145 108,554

その他 234,548 244,712

無形固定資産合計 437,694 353,267

投資その他の資産   

投資有価証券 11,447 11,272

繰延税金資産 206,806 161,903

差入保証金 203,422 217,113

その他 20,982 20,028

投資その他の資産合計 442,659 410,316

固定資産合計 5,245,525 5,003,339

資産合計 13,162,306 11,756,639
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 623,708 540,849

短期借入金 1,850,000 1,350,000

1年内返済予定の長期借入金 918,338 861,798

未払金 885,438 870,045

未払法人税等 34,252 76,745

ポイント引当金 268,153 199,162

その他 160,631 102,228

流動負債合計 4,740,523 4,000,828

固定負債   

長期借入金 1,921,073 1,514,259

役員退職慰労引当金 1,583 1,583

その他 32,218 30,814

固定負債合計 1,954,874 1,546,657

負債合計 6,695,398 5,547,486

純資産の部   

株主資本   

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 4,952,372 4,694,551

自己株式 △1,134 △1,134

株主資本合計 6,460,257 6,202,436

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,533 1,414

為替換算調整勘定 5,117 5,301

その他の包括利益累計額合計 6,650 6,716

純資産合計 6,466,908 6,209,153

負債純資産合計 13,162,306 11,756,639
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 5,595,720 6,181,603

売上原価 1,365,840 1,514,344

売上総利益 4,229,880 4,667,258

販売費及び一般管理費 ※ 4,564,074 ※ 4,981,490

営業損失（△） △334,194 △314,231

営業外収益   

受取利息 111 127

受取配当金 77 79

受取賃貸料 7,743 1,158

助成金収入 2,930 1,354

還付加算金 33 2,910

その他 3,403 2,776

営業外収益合計 14,300 8,406

営業外費用   

支払利息 27,818 22,020

その他 7,968 4,375

営業外費用合計 35,787 26,396

経常損失（△） △355,680 △332,221

特別利益   

固定資産売却益 － 170,729

特別利益合計 － 170,729

特別損失   

固定資産除却損 8,141 13,907

解約違約金 － 21,000

特別損失合計 8,141 34,907

税金等調整前四半期純損失（△） △363,822 △196,399

法人税、住民税及び事業税 88,246 74,359

法人税等調整額 △142,664 △91,611

法人税等合計 △54,417 △17,252

四半期純損失（△） △309,404 △179,146

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △309,404 △179,146
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △309,404 △179,146

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 313 △118

為替換算調整勘定 △548 184

その他の包括利益合計 △235 66

四半期包括利益 △309,639 △179,080

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △309,639 △179,080

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △363,822 △196,399

減価償却費 282,931 300,719

引当金の増減額（△は減少） △83,670 △67,637

受取利息及び受取配当金 △189 △206

助成金収入 △2,930 △1,354

支払利息 27,818 22,020

解約違約金 － 21,000

固定資産売却損益（△は益） － △170,729

固定資産除却損 8,141 13,907

売上債権の増減額（△は増加） 728,719 414,191

たな卸資産の増減額（△は増加） △421,206 △225,377

仕入債務の増減額（△は減少） 231,299 △82,859

未払債務の増減額（△は減少） 1,608 △16,646

未払又は未収消費税等の増減額 △72,085 △93,809

その他 △59,630 △13,980

小計 276,984 △97,163

利息及び配当金の受取額 176 194

利息の支払額 △28,386 △21,613

法人税等の支払額 △673,941 △50,925

法人税等の還付額 344 265,434

助成金の受取額 2,930 1,354

営業活動によるキャッシュ・フロー △421,891 97,280

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △97,496 △333,396

無形固定資産の取得による支出 △16,261 △48,240

固定資産の売却による収入 83,813 407,921

子会社株式の取得による支出 ※２ △50,000 －

長期前払費用の取得による支出 △2,781 △1,135

差入保証金の差入による支出 △712 △15,761

差入保証金の回収による収入 272 2,005

その他 － △1,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △83,166 10,093

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △500,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △428,310 △463,354

配当金の支払額 △78,454 △78,346

自己株式の取得による支出 △176 －

その他 △1,022 △1,002

財務活動によるキャッシュ・フロー △307,964 △1,042,702

現金及び現金同等物に係る換算差額 △546 183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △813,568 △935,145

現金及び現金同等物の期首残高 3,466,661 3,656,624

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,653,093 ※１ 2,721,478
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しています。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。

　 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しています。

　 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しています。

　 これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　　一部の連結子会社においては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算していま

す。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給料手当 925,582千円 1,017,109千円

販売促進費 1,306,129 1,175,849

荷造運送費 345,186 371,513

広告宣伝費 683,100 1,060,103

減価償却費 212,768 208,773

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 2,753,113千円 2,821,518千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100,019 △100,039

現金及び現金同等物 2,653,093 2,721,478

 

　※２　前第２四半期連結累計期間において、過年度に取得した子会社株式の株式取得の未払金50,000千円の支払い

　　　を行っています。

　　　　当第２四半期連結累計期間において、該当事項はありません。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月21日
取締役会

普通株式 78,675 20 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月18日
取締役会

普通株式 78,674 20 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

　　　　　（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

　　　　　　　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

 １株当たり四半期純損失金額 78円65銭 45円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
309,404 179,146

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（千円）
309,404 179,146

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,738 3,933,719

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載していません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月９日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　裕子

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハー

バー研究所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日

から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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